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認知的セルフトークと心理的競技能力の関係
― テニス ・ セルフトーク尺度の開発 ―
Relationships between Self-Talk and Psychological-Competitive Ability:













































































　全国の大学 22 校のテニス部に対して、経験年数１年以上のテニス部員に調査を依頼し、21 校 471
名から回答が回収された。これらのうち、フェースシートを含むすべての項目に回答があった男子



















































































































































































　実力発揮度との相関が有意であった P38 項目とＮ 52 項目を用いて、それぞれの因子構造を明らか
にするために、主因子解法並びにノーマルバリマックス法による因子分析を行った。回転前の因子寄
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　次に、下位尺度別に項目得点の合計を求め、これを尺度得点とした。さらに P28 項目、N28 項目そ
れぞれの合計得点（PT、NT）を算出した。これらの下位尺度得点及び総合得点の基本統計量を求め
た結果を表５に示した。１項目当りの平均得点は、P1 ～ P4 尺度では 3.04 ～ 3.72、N1 ～ N4 尺度で










?TST と DIPCA の二つの質問紙検査を実施した。対象は大学体育会テニス部員を中心とする男性




己コントロール、リラックス、集中力の 3 尺度、「自信」因子に関する自信、決断力の 2 尺度、「作戦
能力」因子に関する予測力、判断力の 2 尺度、「協調性」因子に関する協調性 1 尺度の、計 5 因子 12
尺度から診断できる。また、12 尺度の合計点からなる「総合得点」による評価も可能である。質問
項目数は 1 尺度あたり 4 項目で、これに検査の信頼性を測る 4 項目を加えた全 52 項目から構成され
ている。
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?TST と DIPCA の二つの検査における尺度得点についてピヤスンの相関係数の値を求めた結果を表
6 に示した。まず、DIPCA「総合得点」と TST における「PT（プラスのセルフトーク合計点）」との
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図３に示したとおり、「競技意欲」因子は、PT との値がｒ＝ 0.70 などプラスのセルフトーク尺度と
高い関連を示しているが、NT とはｒ＝－ 0.41 と低めになる。一方、これとは逆に「精神の安定 ･集
中」因子は、PT とはｒ＝ 0.42 であるが、NT とはｒ＝－ 0.67 とマイナスのセルフトーク尺度との関
連性が高い。また、残りの因子においては、PT と NT による差異は少なく、「自信」因子においては




　また、「作戦能力」因子においても PT とはｒ＝ 0.54、NT とはｒ＝－ 0.44 と中程度の値が得られたが、





タイプ、両方少ないタイプなど、さまざまなタイプが存在する。そこで、TST の PT と NT の二つの
合計点を用いて、対象者をいくつかのタイプに分類した。
　まず、PT、NT それぞれの得点について、（M － 0.5SD）未満を「少」群、（M±0.5SD）の範囲を「中」
群、（M ＋ 0.5SD）以上を「多」群とした。これら PT の 3 群と NT の 3 群とを組み合わせることで、
表 7 に示したように、対象者を 9 群に分類することができた。次に、これらの中から典型的なタイプ
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らに群間の平均について多重比較を行って検定した結果を表 9 に示した。DIPCA 総合得点の平均値
は図４に示したとおり、「P 多 N 少」が 187.0 点で、他の 4 群よりも有意に高い値を示した。次いで「両
方中」が 160.0 点、「両方多」が 155.0 点、「両方少」が 152.6 点であり、これら 3 群の間には有意な
差がみられなかった。最も低い値を示したのは「P 少 N 多」121.6 点であり、他の 4 群よりも有意に
低い値であった。したがって、「P 多 N 少」のタイプが心理的競技能力としては最も望ましいタイプ
であり、「P 少 N 多」が最も不適切なタイプであるといえる。
　DIPCA 因子得点における結果も、総合得点における結果と同様であったが、「精神の安定 ･ 集中」












３）因子負荷量の値など項目選択の基準を複数設定した上で、1 尺度あたり 7 項目を採択し、全部で
10 通りの試合場面に関わる 56 項目からなるテニス ･セルフトーク尺度（TST）を作成した。






６）プラス（P）マイナス（N）のセルフトーク多少による組み合わせタイプのなかでは、「P 多 N 少」
の心理的競技能力得点が最も高く、「P 少 N 多」のそれが最も低い値であった。なお、「精神の
安定 ･集中」因子得点においては、「P 多 N 少」だけでなく「両方少」タイプも最も高い値を示
した。
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